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…李光洙の初期文学観…


















































































































その ｢情｣によって人の ｢思想と理想を支配｣し､人を行動にむかわせる ｢人生
問題解決の担任者｣になりうるのである｡
｢情の分子をふくむ文章｣である文の学進化についての記述から､李光決の








































































































































































































金允植 『近代韓国文筆研究』3､革早期の文学論と批評の様相 一志社 一
九七三
〝 『(続)韓国近代文畢思想 Ⅳ』I2､六堂の少年 瑞文堂 一九七
八
波田野節子 ｢獄中豪傑の世界-李光決の中学時代の読書歴と日本文学-｣ (『朝
鮮学報』掲載予定)
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